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各
地
区
会
長
、
町
内
会
（
区
）
長
、
及
び
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
自
治
連
合
会
活
動
に
ご
協
力
ご
理
解
賜
り
、
又
地
域
の
活
性

化
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
干
支
の
子
年
に
当
た
り
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
順
調
に

大
き
く
飛
躍
し
幸
せ
な
一
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
予
想
も
し
な
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
、
世

界
中
大
混
乱
と
な
り
多
く
の
感
染
者
、
死
者
を
出
し
今
も
そ
の
勢
い
は

止
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
終
息
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
が
発
せ
ら
れ
今
年
で
六
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
東
京
一
極
集

中
は
依
然
と
変
わ
ら
ず
、
地
方
で
は
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族

化
の
進
展
、
景
況
不
振
等
々
明
る
い
材
料
に
乏
し
く
、
又
想
定
外
の
自
然

災
害
、
殺
人
事
件
、
交
通
事
故
等
、
こ
こ
近
年
当
た
り
ま
え
の
よ
う
に
発

生
し
、
社
会
の
あ
り
よ
う
が
大
き
く
変
化
し
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
も
う
一
度
原
点
を
見
つ
め
な
お
し
〝
困
っ
た
時

は
お
互
い
さ
ま
〟
の
精
神
で
、「
助
け
」「
助
け
合
う
」
共
助
の
心
が
肝

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
と
も
更
に
相
互
理
解
を
深
め
、
若
者
が
魅
力
を
感
じ
、
未
来
に

明
る
い
鳥
取
市
実
現
に
向
け
協
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
各
町
内
会
の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
康
ご
多
幸
ご
繁

栄
を
祈
念
し
、
鳥
取
市
自
治
連
合
会
運
営
に
一
層
の
ご
協
力
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
し
ま
す
。

鳥
取
市
自
治
連
合
会

�
会 
長

　
南
部
　
　
敏

　

湖
南
地
区
は
、
昭
和
四
十
三
年
吉
岡
・
大
郷
公

民
館
が
統
合
さ
れ
湖
南
公
民
館
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
が
、
区
長
会
を
は
じ
め
各
種
団
体
活
動
は
、
両

地
区
別
々
に
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
一
年
両
地
区
合
同
で
湖
南
地
区
地
域
づ

く
り
協
議
会
を
結
成
し
「
湖
南
の
一
本
化
」
を
目

指
し
協
議
を
重
ね
、
平
成
十
八
年
両
地
区
の
交
流

と
親
睦
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

湖
南
ま
つ
り
実
行
委
員
会
を
組
織
し
「
湖
南
の

夏
祭
り
」
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成

二
十
一
年
に
湖
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発

足
、
平
成
二
十
二
年
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
を

策
定
、
ま
つ
り
委
員
会
を
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

編
入
し
組
織
の
充
実
を
図
り
、
湖
南
夏
ま
つ
り
を

毎
年
実
施
し
両
地
区
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
と

と
も
に
協
議
を
重
ね
、
平
成
二
十
四
年
に
区
長
会

を
統
合
、
平
成
二
十
八
年
に
は
、
区
長
会
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
、
各

種
活
動
団
体
を
包
括

し
て
「
湖
南
地
区
自
治

会
」
を
発
足
さ
せ
長
年

の
懸
案
で
あ
っ
た
「
湖

南
の
一
本
化
」
を
達
成

し
ま
し
た
。
湖
南
地
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
八
項
目
の
基
本

目
標
を
基
に
湖
南
ま

つ
り
・
歴
史
文
化
・
学

校
安
全
・
人
に
優
し
い
・

人
を
育
て
る
・
賑
わ
い
・

安
全
安
心
・
生
活
環
境
・

若
者
の
九
つ
の
常
設
委

員
会
を
設
置
し
、
十
六

の
実
施
計
画
に
基
づ
い

て
各
委
員
会
が
活
動
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

湖
南
ま
つ
り
委
員
会

は
、
賑
わ
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
標
と
し
て

毎
年
湖
南
の
夏
ま
つ
り
事
業
を
続
け
今
年
で
十
四

回
目
と
な
り
ま
し
た
（
写
真
）

　

歴
史
文
化
委
員
会
は
、
歴
史
文
化
を
活
か
す
地

域
づ
く
り
を
目
標
に
地
区
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

を
実
施
し
湖
南
地
区
の
歴
史
探
求
（
写
真
・
吉
岡

將
監
居
城
跡
・
箕
上
山
の
コ
ー
ス
整
備
と
制
覇
）

　

学
校
安
全
委
員
会
、
安
全
安
心
委
員
会
は
、
安

全
安
心
地
域
づ
く
り
を
目
標
に
地
区
自
主
防
災
会

と
連
携
し
た
防
災
訓
練
、
湖
南
学
園
と
連
携
し
登

下
校
時
の
見
守
り
、
そ
の
ほ
か
の
委
員
会
も
そ
れ

ぞ
れ
の
委
員
会
の
目
標
と
す
る
地
域
づ
く
り
に

沿
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
ぎ
で
各

委
員
会
の
活
動
に
も
影
響
し
今
後
の
諸
活
動
に
制

限
を
受
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

又
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
発
足
し
て
十
年
が

経
過
し
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
あ
り
方
」「
地
区

公
民
館
の
あ
り
方
」
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
状
況
の
中
、
当
協
議
会
で
は
、
今
ま

で
の
活
動
の
検
証
と
今
後
の
指
針
等
を
目
的
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
地
区

住
民
を
対
象
と
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ

と
を
定
例
総
会
で
諮
り
、
本
年
度
の
重
点
活
動
と

し
て
計
画
し
準
備
中
で
す
。

湖
南
地
区

湖
南
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
湖
南
地
区
自
治
会

�

森
本
孝
行

湖南の夏まつり

吉岡將監居城跡・箕上山のコース整備と制覇

令
和
二
年
期
初
に
当
た
り

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
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倉
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
昭
和

四
十
三
年
に
結
成
さ
れ
た
倉
田
地
区
自
治
会

を
母
体
に
、総
務
部
（
区
長
会
）・
福
祉
部
（
社

会
福
祉
協
議
会
）・
保
安
部
（
消
防
団
・
交

通
安
全
協
会
・
他
）・
同
教
部
（
同
和
教
育

推
進
協
議
会
）・
体
育
部
（
体
育
会
）・
公
民

館
部
（
倉
田
地
区
公
民
館
）
の
六
つ
の
部
で

活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
教
育
面
で
は
、
全
戸
組
織
の
教
育
後

援
会
・
子
ど
も
見
守
り
隊
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
・
公
民
館
主
催
の
学
校
週
五
日
制
に
伴
う

行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
各
種
行

事
に
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、
行
事
を
通
し

て
、
地
域
の
伝
承
文
化
や
人
と
人
の
繋
が
り

を
大
切
に
す
る
世
代
間
交
流
を
図
る
な
ど
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。
又
、
文
化
面
で
は
、
毎
年
倉
田

地
区
文
化
祭
を
開
催
し
て
、
地
域
住
民
の
参

加
と
と
も
に
保
育
園
・
小
学
校
・
中
学
校
か

ら
も
多
く
の
作
品

の
出
品
が
有
り
、

み
ん
な
の
文
化
祭

が
定
着
し
て
お
り

ま
す
。
又
、
倉
田

地
区
で
は
多
く
の

郷
土
芸
能
が
伝
承

さ
れ
て
お
り
、
積

極
的
な
参
加
促
進

や
、
文
化
財
の
保

存
の
意
識
の
向
上

等
の
文
化
振
興
が

な
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
安
心
安

全
対
策
と
し
て
交

通
安
全
活
動
・
消

防
団
活
動
・
不
法

投
棄
監
視
活
動
と

自
主
防
災
活
動
で
す
。
特
に
近
年
大
雨
に
よ

る
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
る
度
に
、
多
く
の

方
が
公
民
館
等
に
避
難
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
都
度
、
消
防
団
・
自
主
防
災
で
対
応
し

て
頂
い
て
、
避
難
さ
れ
た
方
に
安
心
し
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

同
教
部
で
は
、
毎
年
七
月
の
一
ヵ
月
間
を

倉
田
地
区
部
落
解
放
月
間
と
し
て
今
年
で

四
十
六
回
を
迎
え
、
各
部
落
で
の
小
地
域
対

話
集
会
、
地
区
全
体
の
倉
田
地
区
集
会
を
開

催
し
、
研
修
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
体
育
部

で
は
鳥
取
市
の
市
民
体
育
祭
参
加
を
目
標
に

各
種
競
技
を
開
催
し
、
多
数
の
方
が
参
加
・

応
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
公
民
館
部
の
紹
介
で
す
。
生
涯
学

習
の
場
で
あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
と
し
て
全
て
の
事
業
に
関
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
四
月
の
「
歩
け
歩
け
健
康
づ
く
り
」
六

月
の
「
そ
う
め
ん
流
し
」「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
」
十
月
の
「
倉
田
地
区
文
化
祭
」

十
一
月
の
「
地
域
の
仲
間
づ
く
り
」
十
二
月

の
「
餅
つ
き
大
会
」
三
月
の
「
し
い
た
け
植

菌
教
室
」
等
が
代
表
的
な
行
事
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
発
展
の
為
、
活
動
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

6月そうめん流し

12月餅つき大会

倉
田
地
区

伝
統
文
化
を
守
り

安
全
な
地
域
づ
く
り

�

酒
津
地
区  
区
長  

西
尾
雅
彦

気
高
地
区

　

酒
津
地
区
は
、
一
地
区
一
集
落
で
形
成
さ

れ
て
お
り
、
近
年
は
少
子
・
高
齢
化
が
進
み

空
き
家
も
増
え
、人
口
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

当
地
区
は
漁
師
村
で
一
時
期
二
百
件
以
上

の
軒
数
も
あ
り
、
地
区
内
に
幼
稚
園
、
小
学

校
も
あ
り
、
昭
和
の
大
合
併
で
当
時
の
気
高

町
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
特
産
と
し
て
、
塩
サ
バ
、
焼
サ
バ
な

ど
を
製
造
し
て
、
鳥
取
市
中
心
に
多
く
の
皆

様
に
食
べ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

地
区
の
活
動
は
、
自
治
会
を
中
心
に
公
民

館
、
ふ
れ
ま
ち
協
議
会
等
の
組
織
が
年
間
行

事
予
定
を
た
て
ま
す
。

　

正
月
あ
け
の
一
月
十
五
日
に
近
い
土
曜
、

日
曜
に
ト
ン
ド
を
実
施
し
ま
す
。

　

ト
ン
ド
は
江
戸
時
代
後
期
よ
り
継
続
し
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
平
成
十
九
年

三
月
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ン
ド
の

飾
り
は
、
毎

年
の
十
月
よ

り
、
土
、
日
、

祝
な
ど
を
利

用
し
、
小
学

生
、
保
護
者
、

区
役
員
の
男

子
が
集
ま
り
、

飾
り
を
編
ん

で
い
き
ま
す
。

　

四
月
二
十
九

日
（
祝
日
）
に

春
祭
り
を
実
施
、

高
校
生
を
中
心

に
麒
麟
獅
子
を

舞
い
、
地
区
内

各
家
を
清
め
て

回
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
少

子
化
の
為
、
社

会
人
の
人
達
の

協
力
を
い
た
だ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

漁
港
の
施
設
の
一
部
を
国
、
県
な
ど
と
話

し
合
い
芝
広
場
を
整
備
（
地
区
負
担
）
し
ま

し
た
。
芝
広
場
で
は
盆
に
地
区
あ
げ
て
の
納

涼
祭
を
実
施
、
住
民
の
協
力
で
舞
台
を
設
置

し
、
打
ち
上
げ
花
火
・
歌
や
踊
り
な
ど
で
盛

り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
末
に
は
、
地
区
住
民
の
意
識
確
認

の
為
、防
災
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

区
民
全
対
象
の
訓
練
を
毎
年
実
施
し
、
同
時

に
消
火
・
放
水
訓
練
も
行
い
ま
す
。

　

又
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
女
性
委
員
有
志

に
お
願
い
し
、
前
日
よ
り
準
備
し
て
い
た
だ

き
、
大
鍋
と
ガ
ス
か
ま
ど
を
使
っ
て
豚
汁
の

炊
き
出
し
訓
練
も
行
い
ま
す
。

　

又
福
祉
関
連
事
業
と
し
て
、
高
齢
者
や
青

少
年
の
見
守
り
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
二
回
は
他
地
区
に
研
修
を
か
ね
て
、

日
帰
り
旅
行
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
第
四
月
曜
日
に
「
ミ
ニ
デ
イ
」
を
開

催
し
、
血
圧
測
定
・
健
康
体
操
・
茶
話
会
・

ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
住
み
良
い
、
安
全
な
地
域
を
つ
く

る
た
め
に
、
各
組
織
と
連
携
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

放水訓練

防災避難訓練

倉
田
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
活
動
報
告

　
倉
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局�

�

　
竹
内
英
則
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津
ノ
井
地
区

面
影
地
区

　

例
年
な
ら
色
々
な
事
業
、
行
事
に
追
わ
れ

て
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
は
ず
で
す

が
、
今
年
は
、
年
初
め
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
関
係
で
諸
会
合
、
事
業
も
中
止
と

な
り
先
の
見
通
し
も
立
た
な
い
ま
ま
半
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

他
地
区
の
自
治
会
活
動
の
状
況
を
聞
い
て

見
ま
す
と
、
自
治
会
総
会
を
一
月
に
す
る
地

区
と
四
月
に
す
る
地
区
と
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
津
ノ
井
地
区
は
一
月
の
二
十
日
前
後
の

日
曜
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
年
間
の
大
き

な
行
事
と
し
ま
し
て
は
、
三
月
の
春
分
の
日

に
地
区
慰
霊
祭
、
四
月
二
十
九
日
（
現
在
昭

和
の
日
）
敬
老
会
、
七
月
下
旬
納
涼
祭
、
九

月
に
地
区
と
小
学
校
合
同
運
動
会
、
十
一
月

三
日
の
頃
、
文
化
祭
と
一
連
の
流
れ
の
中
に

他
の
事
業
等
を
組
み
入
れ
な
が
ら
年
間
事
業

を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

他
地
区
と
違
う
の
は
津
ノ
井
小
学
校
が

百
二
十
数
年
間
、
遠
足
で
登
り
続
け
て
い

る
空
山
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
山
の
山

頂
よ
り
少
し
下
の

所
に
広
場
が
あ

り
、
そ
の
広
場
の

草
刈
り
を
遠
足
前

（
四
月
中
旬
）
に

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

行
い
、
六
月
中
旬

一
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
か
ら

　

昨
年
は
新
元
号
の
制
定
等
の
事
業
に
沸

き
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
期
待
と
高
揚
感
で
新
年
を
迎
え
た

中
で
行
わ
れ
た
自
治
会
総
会
。
多
く
の
事
業

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
、こ
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

の
感
染
拡
大
と
と
も
に
事
業
が
立
ち
消
え
、

さ
ら
に
学
校
の
長
期
休
校
や
店
舗
等
の
自
粛

要
請
と
、
四
面
楚
歌
の
状
況
に
陥
り
、
当
地

区
十
五
町
内
の
町
内
会
長
・
区
長
方
も
、
こ

の
ま
ま
で
は
地
域
の
連
携
が
危
う
く
な
る
と

の
意
見
が
出
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。さ
て
、

ど
う
す
る
の
か
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
五
月
に
自
治
会
傘
下
の
各

種
団
体
長
の
総
意
で
住
民
の
皆
様
へ
「
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
徹
底
」
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
高
齢
者
各
位
へ
の
気
配
り
も
重
要
と
の
意

見
を
ま
と
め
、
団
体
活
動
等
に
つ
い
て
の
現

状
を
回
覧
方
式
で
住
民
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

二
　
面
影
地
区
の
紹
介　
　

　

当
地
区
は
万
葉
集
に
詠
わ
れ
た「
面
影
山
」

（
標
高
百
ｍ
）
を
中
心
に
、
市
内
で
も
有
数

の
住
宅
地
と
な
っ
た
地
域
で
す
。
国
府
町
か

ら
見
る
面
影
山
は
ち
ょ
う
ど
「
ひ
ょ
っ
こ
り

ひ
ょ
う
た
ん
島
」
の
よ
う
な
愛
ら
し
い
形
を

し
て
お
り
、
初
心
者
の
方
で
も
ゆ
っ
く
り
と

と
十
月
頃
の
二
回
地
区

役
員
を
中
心
に
行
い
ま

す
。
参
加
者
も
六
十
人

位
あ
り
、
早
朝
か
ら
一

～
二
時
間
か
け
て
涼
し

い
う
ち
に
草
刈
り
作
業

を
行
い
、
地
域
の
古
里

の
山
と
し
て
皆
で
守
っ

て
来
て
い
ま
す
。
そ
し
て
六
月
の
草
刈
り
作

業
の
日
の
夕
方
に
は
、各
町
区
の
区
長
さ
ん
、

各
種
団
体
の
会
長
さ
ん
と
半
年
の
活
動
報
告

と
要
望
な
ど
を
聞
く
研
修
会
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
あ
と
懇
親
会
の
流
れ
と
な
っ

て
行
き
ま
す
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
て
い
く
の
に
本
当
に
良
い
会
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
の
見

え
な
い
中
、
生
活
体
系
は
変
わ
っ
て
行
く
と

は
思
い
ま
す
が
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

絆
は
守
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

空山広場の草刈り作業

面影山ウオーク面影防災訓練

和
（
輪
）
を
大
切
に

　
　
津
ノ
井
地
区
自
治
会

�
会
長
　
福
田
正
美

ふ
る
さ
と
面
影

　
　
面
影
地
区
自
治
会

�

会
長
　
稲
田
宗
万

登
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
住
民
に
親

し
ま
れ
て
い
る
山
で

す
。

　

登
頂
ル
ー
ト
中
に

は
和
歌
を
記
し
た
白

い
「
歌
碑
」
が
迎
え
、

「
文
学
の
散
歩
道
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
山
下
の
面
影
小

学
校
校
舎
入
り
口
に

は
、
大
正
・
昭
和
の

作
家
「
尾
崎
翠
」
の

歌
碑
が
児
童
を
迎
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
も
ぜ
ひ
一
度

こ
の
山
を
訪
ね
て
み

て
く
だ
さ
い
。

三
　
こ
れ
か
ら
の
自
治
会
活
動
に
つ
い
て

　

こ
の
度
の
感
染
症
対
応
を
通
じ
て
、
私
た

ち
の
自
宅
で
の
過
ご
し
方
や
仕
事
の
や
り
方

の
変
化
、
さ
ら
に
、
町
内
会
や
自
治
会
活
動

に
つ
い
て
も
漫
然
と
取
り
組
ん
で
き
た
事
業

等
に
つ
い
て
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が

微
妙
な
変
化
が
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
の
困
難
な
時
期
を
ど
う
乗
り
切
る

か
。」「
そ
の
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
。」

と
の
意
識
を
区
長
・
町
内
会
長
を
は
じ
め
各

種
団
体
長
の
皆
さ
ま
が
考
え
始
め
た
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

行
政
と
市
民
の
橋
渡
し
役
も
重
要
な
も
の

で
す
が
、
今
後
は
、
中
高
校
生
を
は
じ
め
と

す
る
若
い
世
代
の
意
見
を
汲
み
取
る
努
力
を

重
ね
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
自
治
会
活
動
を
目
指
し
て
。

鳥取市自治連合会事務局が

移転しました
【移転後所在地】
　〒680-0845　鳥取市富安2丁目104-1　
　（鳥取市高齢者福祉センター内）

【移転後連絡先】
（電話番号・FAX番号とも
に変更ありません）

TEL(0857)20-0100
FAX(0857)20-0141

 現所在地での業務は、令和２年６月２４日（水）までとなります。 

移転作業のため、令和２年６月２５日（木）～２６日（金）は休業させていただきます。 

ご迷惑をおかけすることとは存じますが、何とぞご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 

 

【移転後所在地】                 

〒680-0845 鳥取市富安２丁目１０４－１ 

（鳥取市高齢者福祉センター内） 
 

【移転先での業務開始日】              

令和２年６月２９日（月） 午前８：３０～ 
 

【移転後連絡先】（電話番号・FAX 番号ともに変更ありません） 

TEL（0857）20-0100  FAX（0857）20-0141 
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鳥
取
市
自
治
連
合
会
事
務
局

／
鳥

取
市

高
齢

者
福

祉
セ

ン
タ

ー
内

／
〒

680-0845 鳥
取

市
富

安
2丁

目
104-1

／
TEL（

0857）20-0100・FAX（
0857）20-0141

／
http://chiiki.city.tottori.tottori.jp/tottori-jichiren

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
災
禍
は
世
界
中
に
拡
散
し
、
取
り
巻
く
環
境
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
は
分
断
と
自
粛
ム
ー
ド
一
色
と
な
り
終
息
は
見
え
ま
せ
ん
。

　
早
く
元
に
戻
っ
て
欲
し
い
、
当
た
り
前
を
取
り
戻
し
た
い
、
と
の
願
い
は
あ
り

ま
す
が
、
本
当
に
戻
り
た
い
「
元
」
っ
て
、「
当
た
り
前
」
っ
て
何
だ
っ
た
の
か

自
問
し
た
い
。

　
地
域
の
「
現
実
・
現
場
・
現
物
」
を
知
る
住
民
こ
そ
が
地
域
創
造
の
主
役
で
す
。

�

（
広
報
委
員
長
　
田
中
雅
勝
）

編 後集 記

千
代
水
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
つ
い
て

　
千
代
水
地
区
自
治
会

�
会
長
　
西
尾
志
郎

千
代
水
地
区

　

千
代
水
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
平
成

二
十
二
年
度
に
策
定
し
た
千
代
水
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
に
基
づ
き
、
自
助
、
共
助

の
精
神
の
も
と
五
ヶ
年
の
実
施
計
画
を
策
定

し
て
、
毎
年
事
業
を
見
直
す
ロ
ー
リ
ン
グ
方

式
を
取
り
入
れ
、
多
く
の
住
民
の
皆
様
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
現
在
ま
で
事
業
実
施

し
て
い
ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、「
総

務
広
報
」「
防
災
防
犯
」「
環
境
美
化
」「
健

康
福
祉
」「
歴
史
文
化
」
の
五
部
会
を
立
ち

上
げ
、
部
会
長
は
各
町
区
長
か
ら
選
出
し
、

部
会
委
員
に
は
各
種
団
体
の
長
、
各
町
内
会

の
役
員
す
べ
て
が
ど
こ
か
の
部
会
に
所
属
す

る
な
ど
、
多
く
の
住
民
が
参
加
し
や
す
い
様

努
力
し
て
い
ま
す
。
各
部
会
の
主
な
活
動
と

し
て
は
、「
総
務
広
報
」
は
多
く
の
地
区
民

が
参
加
す
る
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
企
画
・
運
営
、

広
報
活
動
と
し
て
ま
ち
協
便
り
の
発
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
防
災
防
犯
」
で

は
、
消
火
訓
練
、

災
害
時
で
の
炊

き
出
し
訓
練
、

子
ど
も
の
自
転

車
運
転
講
習
等
、

そ
の
時
に
あ
っ

た
事
業
を
考
え

な
が
ら
実
施
し

て
い
ま
す
。

ま
た
「
環
境

美
化
」
で
は
、

ポ
イ
捨
て
一

掃
大
作
戦
と

銘
打
っ
て
千

代
川
河
川
敷

や
近
隣
道
路

の
清
掃
、
集

会
所
や
公
民

館
に
花
を
飾

る
庭
先
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
展
開
等
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
「
健
康
福
祉
」
で
は
、
毎

年
九
月
に
千
代
水
カ
ッ
プ
体
育
の
祭
典
と
い

う
運
動
会
を
開
催
し
て
お
り
、
校
区
が
三
つ

に
分
か
れ
て
い
る
地
区
な
の
で
こ
の
運
動
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
が
多
い
で
す
。
こ

の
運
動
会
の
種
目
の
中
で
縄
な
い
競
争
は
、

お
年
寄
り
の
方
が
子
ど
も
た
ち
に
縄
の
な
い

方
を
教
え
る
様
は
と
て
も
微
笑
ま
し
く
好
評

で
す
。
最
後
に
「
歴
史
文
化
」
で
は
、
地
区

の
名
所
旧
跡
等
を
歩
い
て
探
索
し
た
り
、
地

区
に
残
る
安
長
麒
麟
獅
子
舞
や
千
代
水
荒
神

神
楽
等
の
発
表
交
流
会
の
実
施
や
、
し
ゃ
ん

し
ゃ
ん
祭
の
傘
踊
り
参
加
等
、
地
区
の
文
化

の
保
存
、
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。
以
上
、

五
部
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
他
地
区
と
同

様
、
事
業
の
マ
ン
ネ
リ
化
、
参
加
者
の
減
少

傾
向
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
な
が
ら
少

し
ず
つ
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
特
に
地
区
は
校
区
が
三
つ
に
分

か
れ
て
い
る
為
の
苦
労
等
が
あ
り
ま
す
が
、

計
画
の
目
標
で
あ
る
「
人
と
ひ
と
が
つ
な
が

り
夢
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
」
ち
よ
み
に
な

る
よ
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

縄ない競争

災害時での炊き出し訓練

鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
の
動
き

令
和
元
年
度

◇
中
四
国
自
治
会
連
絡
協
議
会

　

二
月
十
二
日
、
香
川
県
丸
亀
市
に
お
い

て
、
各
県
連
の
代
表
者
（
総
勢
百
九
十
三

名
）
が
集
い
、
鳥
取
県
自
治
会
連
合
会
か

ら
は
十
三
名
が
参
加
し
た
。

　

岡
山
・
山
口
・
香
川
の
三
県
を
代
表
す

る
自
治
会
（
町
内
会
）
連
合
会
が
そ
れ
ぞ

れ
特
色
あ
る
活
動
事
例
を
紹
介
し
合
い
、

今
後
の
自
治
会
活
動
の
参
考
と
す
べ
く
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

◇
令
和
新
時
代
と
っ
と
り
元
気
フ
ェ
ス

　

十
二
月
二
十
二
日
、
倉
吉
未
来
中
心
ア

ト
リ
ウ
ム
他
に
て
開
催
。
県
内
の
様
々
な

地
域
づ
く
り
活
動
の
紹
介
や
若
者
を
は
じ

め
と
す
る
県
民
の
地
域
愛
の
醸
成
を
テ
ー

マ
に「
中
部
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

や
、「
共
感
の
輪
を
広
げ
る
活
動
団
体
交

流
会
」
が
開
催
さ
れ
熱
心
に
討
議
が
行
わ

れ
た
。

令
和
二
年
度

◇
令
和
元
年
度
監
査
会

�

（
四
月
三
日
、
鳥
取
市
）

◇
第
一
回
正
副
会
長
会

�

（
四
月
二
十
二
日
、
倉
吉
市
役
所
）
開
催
中
止

◇
令
和
二
年
度
総
会
及
び
研
修
会

�

（
五
月
二
十
九
日
、
米
子
市
立
図
書
館
）

　

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の

為
、
書
面
表
決
と
な
っ
た
。

◎
総
会

・�

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報

告
、
監
査
報
告

・�

令
和
二
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支

予
算
（
案
）

・
役
員
選
出

　

会　

長　

高
野　

和
男　
（
米
子
市
）

　

副
会
長　

笠
見　

猛　
　
（
倉
吉
市
）

　

副
会
長　

南
部　

敏　
　
（
鳥
取
市
）

　

理　

事　

大
櫃　

興
紀　
（
米
子
市
）

　

理　

事　

上
田　

康
則　
（
米
子
市
）

　

理　

事　

田
邉　

忠
雄　
（
米
子
市
）

　

理　

事　

奥
田　

登　
　
（
米
子
市
）

　

理　

事　

福
田　

健　
　
（
倉
吉
市
）

　

理　

事　

斎
木　

英
宏　
（
倉
吉
市
）

　

理　

事　

笠
原　

宣
幸　
（
倉
吉
市
）

　

理　

事　

土
橋　

周
美　
（
鳥
取
市
）

　

理　

事　

田
中　

雅
勝　
（
鳥
取
市
）

　

理　

事　

新　
　

潤
一　
（
鳥
取
市
）

　

理　

事　

福
田　

正
美　
（
鳥
取
市
）

　

理　

事　

中
村　

克
彦　
（
鳥
取
市
）

　

監　

事　

新
見　

博
士　
（
米
子
市
）

　

監　

事　

足
芝　

通
秋　
（
米
子
市
）

　

以
上
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。


